
 新年度４月６日の始業式にて、子どもたちとの出会いがございました。２

年ぶりに校長として戻ってまいりましたが、保護者のみなさま，地域のみな

さまの大原中学校に対する「温かいまなざし」「ご協力・ご支援」のおかげ

さまで、子どもたちのこの健やかな成長した姿があるのだと実感しておりま

す。 本年度も、学校・家庭・地域の「つながり」を大切にしながら教育活動を進めてま

いりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

日ごとに暖かさも増し､すべてのものが芽生え､息づく早春を迎えました。いよいよ新しい

一年の始まりです。みなさんには､本年をぜひ成長できる一年にして欲しいと願います。そのため

にも｢大切なのは/かつてでもなく/これからでもない/一呼吸一呼吸の/今である｣ (坂村 真

民)のこの詩のように、「今」「ここ」以外に頑張る「とき」と「場所」はないということを

意識して、毎日を誠実にひたむきに過ごしてほしいと思います。「ここじゃだめだ、前いた場

所だったらできたのに」「もっとこんな仲間だったらうまくできるのに」とか、周りの環境の

せいにするのではなく、自分自身が本気でやる気を出しているのかが、問われている気がしま

す。人生は「いま」「ここ」の繰り返しであり、積み重ねなのです。ですから、「今」「ここ」

の一瞬一瞬に最善を尽くしていくことが、あなた自身を成長させ、あなたの豊かなすてきな未

来をつくっていくことにつながるはずです。よき一年を!! 

４月８日に入学式

があり､１１７名の新

入生が期待と不安を胸

に入学してきました。

本年度の１年生から、新しくブレザータイプの制服を導入しています。

私からは､｢凡事徹底｣･･･(人として当たり前で平凡な事でも､それを徹

底して継続することによって､非凡な結果が得られる)の実践を通し

て､何事も本気で取り組み､楽しく豊かに学び､挨拶や感動で響きあう

学校になるよう､共にがんばっていこうというお話をしました。大原中

学校では､このまさに平凡な事を徹底して実践できるよう長年にわたって努力を続けています。

その結果、人やものを大切にする豊かで広い心と､弱い自分に負けない自律心も育ってきていると感

じます。具体的には､｢時間を守る､掃除で汗をかく､自らゴミを一つ拾い､学校を一つだけきれいにす

るような心がけ､履き物を揃える､席を立ったらイスを入れる､呼ばれたら｢ハイ！｣とはっきりと返事

ができる､自分から進んで笑顔の挨拶をする、「ありがとう」の気持ちを伝える、人の話をしっかり

と聞く｣などといったことです。このことは、「小を積んで大と為す」、つまり、勉強でも部活動

でも、自分で決めた小さな努力を毎日毎日コツコツと積み重ねることが、自分の目標を達成して

いくための道であるという「積小為大（せきしょういだい）」の生き方にもつながります。新入生

の皆さん､がんばっていきましょう。 

 本年度の人事異動で転任､退職された

先生方には､長い間､大原中学校のため

に熱心に御指導いただきました。いろいろな面でお世話になった人も多いこと

だろうと思います。心から感謝しますとともに､益々の御健勝と御活躍をお祈

りいたします。また､赴任の先生方には､今後の御指導をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間このメンバーでしっかり取り組

んでいきますので､よろしくお願いしま

す。生徒の皆さん､共にがんばり､充実した１年間にしていきましょう。 


